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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
商
工
会
議
所
運
営
と
事
業
活
動
に
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

３
年
に
わ
た
り
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
コ
ロ
ナ
禍
も
昨
年
５

月
の
感
染
法
上
の
５
類
移
行
を
契
機
に
、
域
内
に
お
け
る
人

流
が
活
性
化
す
る
と
と
も
に
観
光
客
が
増
加
し
、
回
復
基
調

と
な
り
社
会
経
済
活
動
は
正
常
化
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
一
方
で
は
、
国
際
情
勢
の
不
透
明
等
か
ら
資
源
価
格

の
高
騰
、
円
安
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
等
の
影
響
に

よ
り
物
価
高
騰
が
収
ま
ら
ず
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
で
は
人
口
減
少
と
若
年
者
の
流
出
等
か
ら

す
べ
て
の
業
種
に
お
い
て
人
手
不
足
と
賃
金
の
上
昇
が
経
営

を
圧
迫
し
て
い
る
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
商
工
会
議
所
で
は
急
激
に
変
化
す
る
経

済
・
経
営
環
境
に
い
ち
早
く
対
応
す
べ
く
、
昨
年
８
月
に
会

員
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
会
員
の
声
で
あ
る
補
助
金
・
助

成
金
申
請
サ
ポ
ー
ト
や
人
材
確
保
、
課
題
解
決
に
向
け
た
セ

ミ
ナ
ー
・
講
習
会
の
開
催
、
地
域
活
性
化
等
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
に
お
い
て
も
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
声
に
耳
を

傾
け
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
企
業
の
課
題
解
決
に
向
け
支
援
を

一
層
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
１
つ
目
は
、
企
業
に
お
け
る
収
益
力
の
強
化
で
す
。

　

原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
が
続
く
中
、
持
続
的

な
成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
円
滑
な
「
価
格
転
嫁
」
の

取
り
組
み
と
「
生
産
性
の
向
上
」
に
よ
る
収
益
力
の
強
化
が

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
円
滑
な
「
価
格
転
嫁
」
に
向
け
て
は
、

企
業
間
取
引
の
適
正
化
を
進
め
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
宣
言
」
の
登
録
促
進
と
同
時
に
、
消
費
者
の
皆
様
に
「
価

格
転
嫁
」
に
対
す
る
理
解
の
浸
透
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
生
産
性
の
向
上
で
は
、
人
手
不
足
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
既
存
の
商
習
慣
の
見
直
し
や
業
務

の
改
善
等
、
自
己
変
革
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
新
た
に
注
目
さ
れ
て
い
る
生
成
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ

ト
の
活
用
に
向
け
、
関
連
企
業
と
連
携
し
相
談
・
体
験
会
等

を
通
じ
、
デ
ジ
タ
ル
化
実
装
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
労
働
力
の
確
保
で
あ
り
ま
す
。
人
材
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
関
係
機
関
と
連
携
し
実
施
し
て
き

た
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー
」
の
対
面
に
よ
る
就

職
面
接
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
、
新
た
に
多
く
の
学
生
が
閲

覧
・
活
用
し
て
い
る
求
人
サ
イ
ト
と
の
連
携
を
強
化
し
、
採

用
増
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
年
地
域
内
に
お
い
て
増
え
て
き
て
い
る
外
国

人
労
働
者
の
確
保
に
向
け
て
は
、
業
種
毎
の
セ
ミ
ナ
ー
や
説

明
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
外
国
人
労
働
者
間
の
交
流
会
な

ど
、
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
し
、
安
定
し
た
労
働

力
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
企
業
の
維
持
・
存
続
で
あ
り
ま
す
。
地
域
で

は
、
後
継
者
の
確
保
が
で
き
ず
廃
業
す
る
企
業
が
増
加
し
て

お
り
、
２
０
２
０
年
に
休
廃
業
し
た
企
業
は
１
４
０
件
を
超

え
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
北
海
道
事
業

承
継
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
親
族
内
・
従
業
員
、

Ｍ
＆
Ａ
等
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
応
じ
た
引
継
ぎ
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
、
企
業
訪
問
を
強
化
し
企
業
の
継

続
を
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

　

併
せ
て
、
厳
し
い
経
済
環
境
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自

身
の
夢
や
ス
キ
ル
を
活
か
し
た
創
業
を
目
指
す
方
が
増
え
て

お
り
、
創
業
計
画
書
の
策
定
支
援
や
創
業
後
の
巡
回
を
強
化

し
、
企
業
の
創
出
・
経
営
継
続
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
当
地
域
に
と
っ
て
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
物
流
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
物
流
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
３
３
０
名
を
超
え
る
事
業
者
の
み
な
ら

ず
地
域
住
民
の
皆
様
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
物
流
の
重
要
性

に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
達
が
暮
ら
す
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
は
、
わ
が
国
の
食
料
安

定
供
給
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
役
割

を
果
た
す
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
・
船
舶
・
航
空
・
鉄
道
等
各

モ
ー
ド
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
長
い
年
月
を

経
て
現
在
の
北
海
道
の
物
流
が
形
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
こ
に
き
て
人
手
不
足
と
本
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
２

０
２
４
年
問
題
に
よ
り
、
必
要
と
さ
れ
る
物
資
を
運
搬
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
等
の
物
流
の
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

特
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
は
本
州
航
路
の
主
要
港
や
道
内
の

物
流
集
約
拠
点
か
ら
も
遠
距
離
と
な
る
地
域
性
か
ら
、
鉄
道

や
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
輸
送
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

仮
に
、
物
流
が
弱
体
化
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
だ
け
で
は
な
く
日
本
全
体
の
「
暮
ら
し
」
や
「
経
済
」
に

対
す
る
影
響
は
図
り
知
れ
な
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

私
は
、
地
域
の
未
来
を
紡
ぐ
の
は
「
持
続
可
能
な
人
流
と

物
流
の
実
現
で
あ
る
」
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
北
海
道
商

工
会
議
所
連
合
会
を
は
じ
め
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
維
持

存
続
に
向
け
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
経
済
セ
ン
タ
ー
を
含
む
市
街
地
再
開
発
事
業
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
に
も
ご
心
配
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
末
、
新
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
、
休
日

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
の
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
資
材
の
高

騰
・
納
入
の
遅
延
、
更
に
は
人
手
不
足
の
影
響
等
か
ら
工
期

が
延
期
さ
れ
、
休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
は
本
年
の
夏
、
新

経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
は
来
年
春
の
竣
工
予
定
、
再
開
発
事
業

全
体
の
完
成
は
１
年
延
期
と
な
り
令
和
８
年
度
と
な
り
ま
し

た
が
、
全
国
で
は
計
画
の
中
止
・
見
直
し
が
見
受
け
ら
れ
る

中
、
事
業
を
着
実
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
北
見
市
の
協
力
の
も
と
事
業
施
行
者
と
連
携
を

図
り
事
業
推
進
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
は
、
地
域
唯
一
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、

地
域
経
営
者
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、
企
業
を
守
り
、
雇
用
を

支
え
、
成
長
を
後
押
し
す
る
と
と
も
に
行
政
・
各
関
係
機
関

と
連
携
し
、
地
域
経
済
の
活
力
強
化
に
向
け
力
を
注
い
で
い

き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
新
年
交
礼
会
式
辞
か
ら
の
抜
粋
）

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
　

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
　
北
見
商
工
会
議
所
会
頭

北
見
商
工
会
議
所
会
頭　　
舛　
川　
　
誠

舛　
川　
　
誠

挑
戦
す
る
企
業
へ
の
支
援
を
強
化

挑
戦
す
る
企
業
へ
の
支
援
を
強
化
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小さな世界貢献
阪田　　裕さん〈当所常議員〉

（昭和27年生まれ）
阪田労務管理事務所所長

　昨年を振り返ってみると、さまざまな出来事が
あった中で、私は特に長引くウクライナ戦争や
イスラエル軍とハマスの戦闘で多くの罪のない
人々が亡くなっていくニュースを見るたびに心
が痛むとともに、日本がいかに平和かを思い知ら
された1年でした。
　そこで、私に何ができるかを考えた時、今年は
戦争に巻き込まれた人々を支援する活動をして
いる団体への援助・協力することを目標にしてい
きたいと思っています。

健康寿命を延ばしたい
戸田　龍一さん〈当所常議員〉

（昭和27年生まれ）
㈱サン園芸代表取締役社長

　今、日本人男性の平均寿命は約81歳、健康寿命
は約72歳。
　女性はそれぞれ約6歳、3歳と男性を上回って
いる。男はつらいのだろうか？仲間内で話すのは、
やはり健康寿命が大事だと。だけどもう届いてい
る。これから何年生きるのかを不安に思いながら
生きていくのも、やはりいやだ。
　今年を契機に、仕事は世代交代、社会活動はそ
こそこ、気の張ることはしない。そうして、健康寿
命を延ばしながら、少しでも元気で暮らせるよう
にしたい…ものである。

恵み豊かな地域から
中村　寿志さん〈当所常議員〉

（昭和39年生まれ）
㈱菓子處大丸代表取締役社長

　昨年は当店の新店舗に多くの皆様にお越しい
ただき、誠にありがとうございました。
　私たちの住むこの地域には、優れた農産品がた
くさんあります。今年はそれらをお菓子の素材と
して積極的に取り入れて、恵み豊かな地域の発展
にお役立てできればと思います。

新たな挑戦！
船橋　賢二さん〈当所議員〉

（昭和39年生まれ）
船橋西川建設㈱取締役会長

　2024年 の 干 支「辰（た つ）」は、「甲 辰（き の え た
つ）」であることから、物事の始まりと捉えられ、
新しい事を始めると良いとされています。
　私は本年、人生の区切りと言われる、還暦を迎
えることになりましたが、地域社会の中で生かさ
れている自分をいま一度自覚し、次代に向けた

「新たな挑戦」へとつながる「考動」に踏み出すこ
とができるよう、自分に与えられている役割と責
任を果たすべく、この１年も精進してまいります。

社是を心に刻み、
　信頼される企業へ
鴨下　辰哉さん〈当所議員〉

（昭和51年生まれ）
北辰土建㈱代表取締役社長　

　昨年は3月に侍ジャパンＷＢＣ優勝での経済効
果や、5月には新型コロナウイルスが５類に移行
されるなど、経済活動が正常化に近づいた１年で
ありました。
　年男の今年は初心にかえり、社是である「誠意」

「熱意」「創意」を大切に心に刻み、社会資本整備に
携わる建設業として、人々の安全・安心の確保に
責任を持ち、環境への取り組みを強化し、「地域社
会から信頼される企業」を目指してまいります。

辰
年
辰
年  

新
年
の
抱
負

新
年
の
抱
負

役
員
・
議
員

役
員
・
議
員
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当
所
の
令
和
６
年
新
年
交
礼
会
が
１
月

４
日
、
当
所
役
員
・
議
員
・
会
員
、
市
内

各
界
の
代
表
ら
約
３
５
０
人
の
出
席
に
よ

り
ホ
テ
ル
黒
部
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

舛
川
誠
会
頭
は
、
式
辞
の
中
で
、「
チ
ャ

レ
ン
ジ
（
挑
戦
）
す
る
企
業
の
課
題
解
決

に
向
け
具
体
的
支
援
を
一
層
強
化
し
て
い

き
ま
す
」
と
会
議
所
事
業
に
意
欲
を
み
せ
、

①
企
業
の
収
益
力
強
化
、
②
労
働
力
の
確

保
、
③
企
業
の
維
持
・
存
続
を
柱
と
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
触
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、「
地
域
唯
一
の
総
合
経
済

団
体
と
し
て
、
地
域
経
営
者
の
皆
様
に
寄

り
添
い
、
企
業
を
守
り
、
雇
用
を
支
え
、

成
長
を
後
押
し
す
る
と
と
も
に
行
政
・
各

関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
経
済
の
活
力

強
化
に
向
け
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
」
と

新
年
の
抱
負
。（
式
辞
概
要
は
本
誌
１
頁
）。

　

ま
た
、
経
済
セ
ン
タ
ー
を
含
む
中
央
大

通
沿
道
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

の
完
成
が
延
び
た
こ
と
に
か
か
わ
り
、「
今

後
も
市
の
協
力
の
も
と
事
業
施
行
者
と
連

携
を
図
り
、
事
業
推
進
に
協
力
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
武
部
新
衆
議
院
議
員
と
辻
󠄀直

孝
市
長
が
「
年
賀
の
辞
」
を
披
露
。
武
部

代
議
士
は
、「
辰
年
は
飛
躍
の
年
で
も
あ

り
ま
す
。
困
難
を
乗
り
越
え
て
北
海
道
か

ら
大
躍
進
す
る
、
そ
ん
な
年
に
向
け
皆
さ

ん
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
物
流
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
食
料
基
地
で
あ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
・
北

見
が
成
長
し
て
い
く
大
き
な
支
え
と
な
り

ま
す
。
皆
様
方
と
こ
の
１
年
を
素
晴
ら
し

い
地
域
に
す
べ
く
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
。

　

辻
󠄀直
孝
市
長
は
、
子
育
て
支
援
・
中
心

市
街
地
活
性
化
の
推
進
、
中
国
の
日
本
産

水
産
物
輸
入
禁
止
措
置
・
石
北
本
線
問
題

の
対
応
等
に
触
れ
る
と
と
も
に
、「
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
の
成
長
の
原
動
力
と
な

る
デ
ジ
タ
ル
化
や
グ
リ
ー
ン
化
と
い
っ
た

時
代
の
潮
流
を
加
速
さ
せ
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
、
さ
ら
な
る
地
方
創
生
を
実

現
す
る
た
め
、
果
敢
に
挑
戦
し
、
北
見
に

も
っ
と
笑
顔
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
」
と

市
政
推
進
に
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

会
頭
ら
は
、
あ
い
さ
つ
の
冒
頭
、
新
年

早
々
の
能
登
半
島
地
震
と
羽
田
空
港
で
の

航
空
機
事
故
に
触
れ
、
哀
悼
と
お
見
舞
い

の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
北
見
市
議
会
の
飯
田
修
司

議
長
が
音
頭
を
取
り
、
市
内
各
界
の
代
表

18
人
が
威
勢
良
く
酒
樽
の
ふ
た
を
開
け
る

「
鏡
開
き
」。
箏
と
尺
八
に
よ
る
新
年
を
祝

う
生
演
奏
が
流
れ
る
中
、
出
席
者
は
新
年

の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
と
と
も
に
、
今
年

の
飛
躍
を
祈
念
。
最
後
に
北
見
青
年
会
議

所
の
湊
雄
裕
理
事
長
の
３
本
締
め
に
よ
り

閉
会
し
ま
し
た
。　
　

（
担
当　

総
務
部
）

令
和
６
年
新
年
交
礼
会

会
頭
が
式
辞
で
新
年
の
抱
負

会
頭
が
式
辞
で
新
年
の
抱
負      

約
３
５
０
人
が
今
年
の
飛
躍
を
祈
念

約
３
５
０
人
が
今
年
の
飛
躍
を
祈
念

式辞を述べる舛川会頭

年賀の辞を述べる武部代議士

手締めの音頭をとる湊理事長

年賀の辞を述べる辻󠄀市長
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今
季
も
小
公
園
の
幻
想
的
な
世
界
が
市
民
を
魅
了

４
回
目
の
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

本
年
度
も
『
が
ん
ば
ろ
う
北
見
！
』
応

援
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
が

12
月
1
日
か
ら
小
公
園
一
帯
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
＝
写
真
左
＝
。
点
灯
期
間
は
1

月
31
日
（
午
後
4
時
～
９
時
）
ま
で
。　

　

コ
ロ
ナ
禍
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
北
見

の
元
気
を
取
り
戻
し
活
性
化
を
図
る
と
と

も
に
、
医
療
従
事
者
へ
の
感
謝
を
込
め
て
、

『
が
ん
ば
ろ
う
北
見
！
』
応
援
実
行
委
員

会
（
委
員
長　

河
合
昭
徳
当
所
副
会
頭
）、

北
見
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
実
行
委
員
会
、
北
見

市
観
光
協
会
、
当
所
が
主
催
（
共
催
）
し
、

北
見
市
の
後
援
に
よ
る
取
り
組
み
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
2
年
か
ら
始
ま
り
４

回
目
。
前
回
と
同
様
に
ア
ー
チ
が
2
カ
所

に
設
け
ら
れ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
約
9
万
個
の

青
・
白
・
ピ
ン
ク
・
紫
の
光
に
よ
り
、
小

公
園
全
体
が
幻
想
的
な
世
界
と
な
っ
て
い

ま
す
。　

　

初
日
の
点
灯
式
＝
写
真
右
＝
に
は
、
主

催
・
共
催
団
体
の
関
係
者
の
ほ
か
、
老
若

男
女
の
市
民
が
来
場
し
、
楽
し
そ
う
に
撮

影
し
な
が
ら
散
策
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
同
事
業
の
継
続
実
施
に
向
け
て

市
民
に
広
く
芳
志
を
募
り
ま
し
た
。
会
員

事
業
所
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。　
　

（
担
当　

武
田 

卓
）

　

北
見
中
央
大
通
沿
道
地

区
の
再
開
発
事
業
は
、
本

年
度
に
予
定
し
て
い
た
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、

新
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
及
び
休
日
夜
間
急
病
セ

ン
タ
ー
の
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
施
工
者
に
よ
る
と
、

設
計
内
容
の
精
査
に
よ
り

工
事
着
手
時
期
に
変
更
が

生
じ
、
ま
た
、
資
材
調
達

の
都
合
な
ど
に
よ
り
、
休

日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
の

完
成
は
令
和
６
年
夏
、
新

北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

の
完
成
は
７
年
春
に
ず
れ

込
み
ま
し
た
。
全
体
事
業

の
完
了
年
度
も
１
年
延
期

の
８
年
度
の
見
込
み
と
な

り
ま
し
た
。

新経済センタービル建設地

北見中央大通沿道地区の再開発事業
　新経済センタービルは令和７年春、

　 全体事業も１年延期の８年度に完成見込み
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「
本
気
で
起
業
を
目
指
す
！
！　
学
生

向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」（
12
／

8
）
で
は
、
北
見
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学

校
・
日
本
政
策
金
融
公
庫
北
見
支
店
の
協

力
の
下
、
新
規
事
業
と
し
て
学
生
を
対
象

と
し
て
実
施
。
参
加
者
50
名
。
講
師
に
は

B
L
U
E 

S
H
E
E
P
㈱
の
杉
本
英
範

氏
を
招
聘
し
開
講
。「
起
業
に
向
け
て
の

考
え
方
」
や
「
様
々
な
起
業
事
例
」「
I
T
・

D
X
に
関
す
る
取
組
」
等
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
情
報
通
信
専
攻
の
受
講
者

が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
特
に
I
T
・

D
X
の
取
組
に
つ
い
て
は
関
心
の
高
さ
が

伺
え
ま
し
た
。
当
ス
ク
ー
ル
は
今
回
を
含

め
2
回
コ
ー
ス
と
し
て
開
設
し
、
次
回
は

2
／
16
に
開
講
予
定
で
す
。

（
担
当　

竹
中 

秀
之
）

　

「
創
業
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」（
11
／
６
～

７
）
受
講
者
８
名
、「
事
業
計
画
作
成
セ

ミ
ナ
ー
」（
11
／
8
）
受
講
者
４
名
で
は
、

中
小
企
業
診
断
士
・
社
会
保
険
労
務
士
の

藤
田
貴
史
さ
ん
か
ら
創
業
の
心
得
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
及
び
事
業
計
画
の
作
成
等
、

各
ポ
イ
ン
ト
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

 

（
担
当　

武
田 

卓
・
安
藤 

辰
徳
）　

　

「
新
卒
採
用
セ
ミ
ナ
ー
」（
12
／
１
）
で

は
、
受
講
者
11
人
が
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
新
卒

Ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
営
業
統
括
部
の
担
当

者
か
ら
新
卒
採
用
市
場
と
就
活
生
の
動
向

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、

企
業
の
採
用
意
欲
の
高
ま
り
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
・
１
日
仕
事
体
験
に
応
募
・
参

加
学
生
割
合
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
あ
り

方
や
条
件
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。 

（
担
当　

武
田 

卓
）

　　

「
複
式
簿
記
講
習
会
決
算
編
」（
12
／
４

～
６
）
で
は
、
受
講
者
20
人
が
税
理
士
の

江
澤
昭
さ
ん
（
税
理
士
法
人
北
海
道
み
ら

い
オ
ホ
ー
ツ
ク
事
務
所
）
か
ら
３
日
間
複

式
簿
記
の
メ
リ
ッ
ト
、
仕
訳
の
ル
ー
ル
か

ら
、
損
益
計
算
書
と
貸
借
対
照
表
の
作
成

ま
で
の
決
算
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。

（
担
当　

古
川 

佳
佑
）

　　

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
使
っ
た
チ
ャ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
活
用
セ

ミ
ナ
ー
」（
12
／
８
）
で
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
を
含
め
受
講
者
約
60
人
が
Ａ
Ｉ
の
手
軽

さ
や
魅
力
に
触
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
東
日
本
電
信
電
話
㈱
北
海
道
東

支
店
支
店
長
の
北
垣
雅
之
さ
ん
と
デ
ジ
タ

ル
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
㈱
社
長
の
河
村
知
明
さ

ん
。
Ｇ
Ｐ
Ｔ
で
で
き
る
こ
と
（
文
章
、
リ

サ
ー
チ
、
デ
ザ
イ
ン
等
）、
活
用
方
法
、

注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
ロ
ゴ
や
Ｈ
Ｐ
作

成
の
実
演
を
交
え
て
学
習
し
ま
し
た
。
受

講
者
は
、
名
刺
や
ロ
ゴ
の
デ
ザ
イ
ン
が

チ
ャ
ッ
ト
に
よ
り
簡
単
に
作
成
で
き
る
事

例
や
、「
作
業
を
時
短
、
効
率
化
で
き
る

便
利
な
ツ
ー
ル
」「
ま
ず
は
気
軽
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
の
説
明
に
興
味
を
引
い

て
い
た
よ
う
で
す
。（
担
当　

瀧
口 

花
帆
）

　　
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
販
路
開
拓
拡
大
セ
ミ
ナ
ー
」

（
12
／
18
）
で
は
、
受
講
者
６
人
が
Ｉ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
阿
部
祐
樹
さ
ん

か
ら
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
）
を
使
っ
た
効
果
的
な
集
客
や
売
上

拡
大
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
個
人
利
用
が
増
加
す
る
中
、

企
業
の
宣
伝
や
広
告
媒
体
と
し
て
広
ま
っ

て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
。
受
講
者
は
、
フ
ァ
ン
を

つ
く
り
、
購
買
に
つ
な
げ
る
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
よ
う

で
す
。 

（
担
当　

後
藤 

達
哉
）

ビジネススクール

複式簿記講習会決算編

ＣhａｔＧＰＴセミナー

セ
ミ
ナ
ー 

抄 

録
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網走営業所・遠軽営業所
紋別営業所・中標津営業所

　

当
所
主
催
の
「
北
見
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ

ア
」
が
11
月
22
日
か
ら
26
日
ま
で
の
5
日

間
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
・
パ
ラ
ボ
食

品
地
下
売
場
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
伴
走

型
小
規
模
事
業
支
援
推
進
事
業
」
の
一
環

と
し
て
の
取
り
組
み
で
９
回
目
。　

　

今
年
（
令
５
）
開
店
し
た
極
生
プ
リ
ン

専
門
店
こ
い
、
㈱
菓
子
工
房
バ
ー
ス
デ
ー

イ
ヴ
、
Ｇ
ｅ
ｍ
ｍ
ｅ　

ｄ
ｉ　

ｆ
ｒ
ｕ
ｔ

ｔ
ａ
、
北
見
カ
ー
リ
ン
グ
カ
ス
タ
の
４
店

が
出
店
し
ま
し
た
。

　

同
月
に
「
き
た
み
菓
子
ま
つ
り
」
が
あ

り
、
出
店
者
の
確
保
が
難
し
く
、
前
回
よ

り
１
店
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
初
日
に

は
行
列
も
で
き
、
同
フ
ェ
ア
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
市
民
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
閉
店
の
間
際
に
は
各
店
が

品
切
れ
状
態
に
も
。
期
間
中
の
来
場
者
は

約
３
０
０
０
人
。
多
数
の
来
店
が
あ
る
パ

ラ
ボ
地
下
で
の
同
フ
ェ
ア
は
、
出
店
者
に

と
っ
て
は
、
商
品
の
販
売
・
Ｐ
Ｒ
は
も
ち

ろ
ん
、
ニ
ー
ズ
を
知
る
、
さ
ら
に
顧
客
づ

く
り
の
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
フ
ェ
ア
の
目
的
に
、「
消
費
者
の
声

を
反
映
さ
せ
た
新
た
な
商
品
開
発
」
も
位

置
づ
け
て
お
り
、
今
後
も
パ
ラ
ボ
と
連
携

し
、
消
費
者
の
声
を
活
か
し
た
新
商
品
開

発
に
向
け
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
担
当　

武
田 

卓
）

　当所は会員事業所対象の各種相談を無料で行っ

ています（相談日は休日等で変更する場合も）。い

ずれも予約が必要（TEL 23-4111）。会場は北見経

済センターとなっています。

　
専門家個別相談会

　専門家による個別経営相談窓口を毎週金曜日に

設けています。経営環境の変化の影響等の相談に

応じています。相談員は合同会社ふじた経営企画代

表社員の藤田貴史さん(社会保険労務士、中小企業

診断士）。１月は19日、26日に予定しています。

DX・BCP個別相談
　IT技術を導入し業務改善を目指すDX（デジタル

トランスフォーメーション）・BCP（事業継続計画）

に関する個別相談窓口を設けています。

DX、BCPをどう進めていけば良いのか分からない方

に対して、ITコーディネーター・BCP導入コンサルタ

ントの阿部裕樹さんが助言します。1月は23日に予定

しています。

　

事業承継相談室
　「事業承継相談室」は、月2回、北海道事業承継

引継支援センター北見サテライト担当職員により対

応しています。１月は、24日、2月14日、21日に予定し

ています。

知財に関する相談会 
　当所と（独法）工業所有権情報・研修館北海道

知財総合支援窓口共催の「知財に関する相談会」は、

１月25日に予定しています。

恒
例
の
北
見
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア

恒
例
の
北
見
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア  

参
加
店
減
る
も
行
列
・
品
切
れ
の
人
気

参
加
店
減
る
も
行
列
・
品
切
れ
の
人
気

初日には行列ができた「スイーツフェア」

事業承継、IT技術導入、経営環境への対応… 
各種 無料相談
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「健康経営優良法人2023」認定 会員事業所紹介④
㈱日専連ニックコーポレーション執行役員・総務部長の歯黒憲忠さん（55）にお話を伺いました

認定・取り組み通じて、健康に対する意識向上・残業時間減少
　Q：健康経営優良法人2022、2023に認定され
ていますが、健康経営の取り組むきっかけは。

　Ａ：以前か
ら健康経営に
ついて聞いて
いました。ア
クサ生命さん
に勧めら健康
経営優良法人
への申請が具
体化しました。
当社は「きた

みワークライフバランス認定事業所」でもあり、
働き方改革の流れの中、取り組むこととしまし
た。　
　Q：どんなことに取り組んでいますか。
　Ａ：健康診断、特定保健指導の勧奨、健康経
営セミナーの開催、残業時間を減らす取り組み
などを行っています。アクサ生命さんの協力に
よる健康経営セミナーでは事前のアンケート結
果をもとに社員の傾向が分析され、運動不足の
社員が多いこと、その対策などの説明がありま
した。
　Q：それら取り組みの効果はどうですか。
　Ａ：健康優良法人への認定、具体的な取り組
みが社員の健康を考える良い機会になっている

と思います。特定健康指導（生活習慣を見直す
支援）の対象者は以前、8人から10人いました
が、受けるのは数人でした。最近は対象者自体
が令和３年7人、４年４人と減りました。健康
経営の取り組みを継続することで、社員の健康
状態、残業時間などが良い方向に改善されてい
ます。
　Q：従業員の「ワークライフバランス」（仕事
と生活の調和）の実現に向けて、多くの企業が
「長時間労働の削減」に取り組んでいますが。　

　Ａ：当社では長年、手書きの出勤簿をつけ、
残業は上席者が判断して認めています。これを
可視化、クラウド化する出退勤システムを次年
度以降、導入する予定です。昨年（令５）、そ
のデモ機により試行しましたが、残業時間が減
りました。
　Q：今後、どのようなことに取り組んでいきた
いですか。　

　Ａ：当社社員（平均年齢45歳）の課題の１つ
である運動不足の解消を図るにはどのようなこ
とが効果的なのか。福利厚生として法人契約に
よるフィットネス・スポーツジムの活用も１つ
ですね。これらを含めて検討していきたい。ま
た、健康経営優良法人であることをロゴマーク
の名刺への印刷などによりＰＲしていきたい。

㈱日専連ニックコーポレーション
北見市北2条西1丁目16番地1　 ℡24-2000
［企業概要］昭和40年北専信用㈱（前身）設立。47年日専連全国共通クレジッ

トカード、平成４年日専連JCB・DC VISA各カードを発行。61年 銀行保証ロー
ン、リース保証の取り扱い開始。８年現社名に商号変更、令和４年㈱日専連北
見を経営統合。社員は74人。関連会社に北見観光開発㈱、㈱北見コンピュー
ター・ビジネス 、㈱北見都市施設管理公社。クレジットカード・ファイナンス
事業のほか、北見市から指定管理業務を受託しています。

本年もよろしくお願い申し上げます。

（㈱日専連ニックコーポレーションＨＰから）
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■ 

令
和
５
年
の
中
心
商
店
街
の
歩
行
者
通
行

量
動
態
調
査
結
果

［�

10
月
13
日
（
金
）
～
15
日
（
日
）
、
中
心

商
店
街
5
カ
所
・
１
日
10
回
調
査
］

　

３
日
間
の
通
行
量
は
、
前
年
比
10
・
1
％

増
の
５
９
２
１
人
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
全

体
の
通
行
量
は
平
成
5
年
と
比
べ
3
割
ほ
ど

で
す
が
、
平
成
29
年
以
降
で
最
多
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

調
査
期
間
が
3
日
間
と
も
に
晴
れ
、
北
見

駅
南
多
目
的
広
場
な
ど
を
会
場
と
し
た
菊

ま
つ
り
、
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
期
間
中

で
あ
っ
た
こ
と
、
同
フ
ェ
ス
ト
は
4
年
ぶ
り

（
パ
ラ
ボ
か
ら
同
広
場
へ
）
と
な
り
、
こ
れ

ら
が
歩
行
者
増
加
の
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

街
路
別
で
は
、
大
通
と
中
央
通
が
大
き
く

増
え
、
２
１
１
５
人
（
前
年
比
33
・
５
％

増
）
、
１
２
９
２
人
（
同
42
・
8
％
増
）
。

ほ
か
３
街
路
は
銀
座
通
１
１
３
２
人
（
同

５
・
０
％
減
）
、
二
番
街
７
９
３
人
（
同

29
・
8
％
減
）
、
一
番
街
５
８
９
人
（
同

３
・
２
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

客
層
別
で
は
、｢

用
務
」
66
・
1
％
（
前

年
29
・
0
％
）
、｢

買
物
」
23
・
1
％
（
同

57
・
4
％
）
と
前
年
の
結
果
を
逆
転
。
「
買

物
」
は
令
和
３
年
度
同
様
に
20
％
台
に
落
ち

ま
し
た
。
ほ
か
「
通
学
」
５
・
８
％
（
同

６
・
８
％
）
、｢

通
勤
」
５
・
０
％
（
同

同
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

年
齢
層
別
で
は
、
高
齢
層
２
６
１
０
人

（
前
年
比
26
・
1
％
増
）
、
中
年
層
１
９
２

７
人
（
９
・
８
％
減
）
、
若
年
層
１
３
８
４

人
（
同
17
・
８
％
増
）
。
各
層
別
割
合
は
、

高
齢
層
44
・
1
％
（
前
年
38
・
5
％
）
、
中

年
層
32
・
5
％
（
同
39
・
7
％
）
、
若
年
層

23
・
4
％
（
同
21
・
8
％
）
と
高
齢
者
で
4

割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

動
態
別
で
は
、
単
身
83
・
8
％
、
友
だ
ち

連
れ
8
・
8
％
、
カ
ッ
プ
ル
4
・
8
％
、
子

ど
も
連
れ
２
・
6
％
。
前
年
と
ほ
ぼ
同
様
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

曜
日
別
で
は
、
金
曜
日
２
3
８
５
人
（
前

年
比
18
・
9
％
増
）
、
土
曜
日
１
９
９
９
人

（
同
29
・
1
％
増
）
、
日
曜
日
１
５
３
７
人

（
同
15
・
8
％
減
）
と
日
曜
日
（
前
年
3
連

休
の
中
日
）
以
外
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
追
加
調
査
箇
所
の
中
央
通

（
北
2
条
）
は
前
年
比
38
・
5
％
、
特
別
調

査
交
差
点
の
大
通
・
中
央
通
交
差
点
は
同

43
・
9
％
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。　

 

（
担
当　

池
亀 

由
基
）通行量が増えた中央大通沿い

全
体
で
１
割
増
え
、平
成
29
年
以
降
最
多

「
買
物
」減
り
２
割
、「
用
務
」増
え
６
割
に

中
心
商
店
街 
歩
行
者
通
行
量
動
態
調
査
結
果
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移
動
例
会
と
し
て

　
　
北
見
ハ
ッ
カ
通
商
で
学
ぶ

　

女
性
会
の
11
月
例
会
は
13
日
、
移
動
例

会
と
し
て
、
会
員
22
人
が
㈱
北
見
ハ
ッ
カ

通
商
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

ハ
ッ
カ
製
品
の
製
造
・
卸
売
業
を
し
て

い
る
同
社
（
昭
59
創
業
）
の
現
社
屋
は
令

和
元
年
に
完
成
し
、
併
設
の
見
学
エ
リ
ア

で
は
「
北
見
ハ
ッ
カ
」
の
歴
史
や
資
料
な

ど
が
展
示
さ
れ
、
ハ
ッ
カ
油
ス
プ
レ
ー
の

商
品
化
の
一
部
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

移
動
例
会
で
は
、
同
社
社
長
で
、
当
所

副
会
頭
の
永
田
裕
一
さ
ん
か
ら
見
学
エ
リ

ア
で
北
見
ハ
ッ
カ
を
学
ん
だ
ほ
か
、
同
社

の
ハ
ッ
カ
の
栽
培
・
研
究
も
含
め
た
こ
だ

わ
り
の
商
品
づ
く
り
な
ど
の
講
話
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

 

（
担
当　

池
亀 

由
基
）

　
２
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り　

　

   

忘
年
会
で
親
睦
深
め
る

　

青
年
部
の
12
月
例
会
は
14
日
、
「
忘
れ

ら
れ
な
い
忘
年
会
」
を
テ
ー
マ
に
、
71
人

の
出
席
に
よ
り
、
北
見
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

現
会
長
体
制
下
の
２
年
間
の
委
員
会
活

動
を
映
像
に
よ
り
振
り
返
っ
た
あ
と
、
中

井
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
、
飲
食
を

と
も
に
し
た
歓
談
に
入
り
ま
し
た
。

　

各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と

会
話
を
弾
ま
せ
た
り
、
ス
テ
ー
ジ
上
の
会

員
に
よ
る
余
興
に
盛
り
上
が
っ
た
り
し
、

賑
や
か
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

（
担
当　

武
田 

卓
）

女
性
会　
11
月
例
会

青
年
部　
12
月
例
会

交流を深めた青年部の12月例会

北見ハッカ通商での女性会の12月例会

　当所が運営する「まちんなかSHOW10」
（北2西2）で、当所と香り彩るまちづ
くり推進機構の主催による「クリスマス
リース教室」が４年ぶりに行われました。
　市内の主婦ら７人の参加者は、同機構
の長部こずえさんらの指導を受け、切っ
た地場産トドマツの枝をリースの土台に
しばり、ボリュームや形を調整し、リボ
ンなどの飾りを付けるまでの作業に熱心
に取り組んでいました。一時間半ほどで
オリジナルのリースが出来上がり、会場
は一足早くクリスマスムードを漂わせて
いました。 （担当　安藤 辰徳）

４年ぶりに
まちんなかSHOW10で

クリスマスリース教室
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 新入会員紹介  （入会日　令和5・10/20 ～ 12/19）

■㈱住計画ａｉｍｓ（赤坂敏彦さん、東陵町1-3、建築工事設計・施工・監理）
■インド料理クリシュナ（川邊雄治さん、大町15-1、インド料理）
■ｉｔｏ（三田風花さん、北６条西３丁目、スナック）
■�助産師ケアサロン　青い小鳥（長谷川桂子さん、朝日町5-10、助産師業務〈妊

活ケア、マタニティケア〉・アロマセラピスト・物販）
■水谷整骨院(水谷隆人さん、朝日町48-635 、柔道整復）
■ココール（濵田観帆さん、北５条西３丁目11- ２ ナシオビル２階、飲食店）
■�北海道東急ビルマネジメント㈱第三営業部�北見・網走営業所（海崎文康さん、

大通西４丁目２ ノースウィングビル４階、ビルメンテナンス業）
ご入会ありがとうございます

63

ミ
ン
ト
共
済
・
福
祉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン  

お
礼

　

当
所
の
「
秋
の
共
済
・
福
祉
制
度
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
対
す
る
会
員
事
業
所
の
皆

様
の
ご
協
力
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ミ
ン
ト
共
済
・
福
祉
制
度
で
は
当
初
の

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後
も
会
員
事
業
所

の
皆
様
の
福
利
厚
生
の
向
上
や
経
営
安
定

の
た
め
、
共
済
・
福
祉
制
度
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
担
当　

総
務

部
）

　　

 

会
員
事
業
所
限
定

各
種
情
報 

メ
ー
ル
配
信

　

当
所
は
、
会
員
事
業
所
限
定
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
会
員
事
業
所
の
Ｈ
Ｐ
紹
介
（
当

所
Ｈ
Ｐ
に
リ
ン
ク
）
と
、
企
業
経
営
の
関

連
制
度
や
コ
ロ
ナ
支
援
金
情
報
な
ど
、
各

種
情
報
の
メ
ー
ル
配
信
を
無
料
で
行
っ
て

い
ま
す
。
会
社
の
Ｐ
Ｒ
や
情
報
収
集
に
お

役
立
て
く
だ
さ
い
。

 

（
担
当　

瀧
口 

花
帆
）

〈
ビ
ズ
サ
ポ
北
見
〉

創
業
・
開
業
、
経
営
課
題
に
対
応

　

当
所
が
運
営
す
る
「
北
見
ビ
ジ
ネ
ス
総

合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
（
北
見
経
済
セ

ン
タ
ー
２
階
、
通
称
・
ビ
ズ
サ
ポ
北
見
）

で
は
、
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
経
営

課
題
を
抱
え
る
中
小
企
業
経
営
者
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

　

同
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
は
、
事
業
提

携
先
の
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
北
海
道

本
部
北
見
オ
フ
ィ
ス
と
北
海
道
知
的
財
産

情
報
セ
ン
タ
ー
北
見
サ
テ
ラ
イ
ト
が
同
居

し
て
い
ま
す
。  

　

同
北
見
オ
フ
ィ
ス
を
は
じ
め
、
北
見
工

大
、 

金
融
機
関
、
税
務
・
法
務
機
関
と

連
携
し
て
相
談
案
件
に
応
じ
た
専
門
家
の

紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

創
業
・
開
業
か
ら
事
業
の
経
営
に
係
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
対
応
な
ど
、
同
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
℡
57

－

５
６
７
７
）
に
相

談
く
だ
さ
い
（
無
料
）
。

 

（
担
当　

竹
中 

秀
之
）

〈
北
海
道
中
小
企
業

　
　
　
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

　

当
所
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る(

公
財)

北
海
道
中
小
企
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
オ

ホ
ー
ツ
ク
支
部
で
は
職
員
3
名(

う
ち
2

名
非
常
勤)

体
制
で
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
に
係
る

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す(

無
料
）
。
お
問

い
合
わ
せ
は
、
同
オ
ホ
ー
ツ
ク
支
部(

℡

31
‐
１
１
２
３)

へ
。

こちらよりメール
配信サービスに
ご登録いただけ
ますので、ぜひご
登録願います。
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169

編
集
後
記

　新年あけましておめでとうございます。本年も

よろしくお願い申し上げます。

　いきなりですが、昨年よく“タイパ”という言葉

を耳にしましたが、この“タイパ”を優先するがあ

まり、時間や効率性に捉われて何となくギスギス

したり、人を想う時間が減ったりしてはいないで

しょうか。

　現代社会では、時間は常に不足していると感

じられるものです。私たちは、時間を節約するために、機械

やテクノロジーに頼り、時間を有効に使うために、計画やス

ケジュールを立て、生産性向上に努めます。

　それらのことは、現代社会において非常に大切なことで

す。しかし、それらを考えるがあまり、私たちは人とのコミュ

ニケーションを疎かにしていないでしょうか？人に対する時

間の贈り物を忘れていないでしょうか？

　時間は、私たちにとって貴重な資源であるとともに、大切

な贈り物です。私たちは、互いに時間を贈る（つくる）ことで、

人と人との関係を深め、信頼や感謝を受け取り、関係性が

良好になるのではないかと思います。

　本年は、より豊かな生活を送るために“時間を贈りあう”

ことを頭の片隅に置いてスタートするのはいかがでしょうか。

　今年、あなたは、誰に、どんな時間を贈りたいですか？

豊かな生活のために時間を贈りあう
◆18日　 日商合同委員会、日商昼食懇談会・常議

員会・議員総会、支援施策セミナー
◆19日　専門家個別経営相談窓口（26日）
◆22日　 道商連会頭・副会頭・委員長による政策

懇談会、北海道知事との政策懇談会
◆23日　 ロボット＆DX体験会、DX・BCP個別相

談
◆24日　改正電子帳簿保存法対応セミナー
◆26日　 三役会、正副会頭と部会長・委員長懇談

会・オホーツク合同企業セミナー
◆31日　税務労政・中小企業合同委員会

◆５日　 建設業部会、都市振興委員会
◆６日　 全道商工会議所専務理事会議、サービス

業・理財合同部会
◆７日　運輸車輌部会、交通観光委員会合同会議
◆９日　総務委員会
◆11日　珠算検定
◆13日　創業実践セミナー（14日）
◆16日　 三役会、正副会頭と女性会正副会長・青

年部三役との合同懇談会
◆19日　議員会麻雀大会
◆25日　簿記検定
◆27日　 日商第３回まちづくり・地域経済循環推

進専門委員会
◆29日　 三役会、正副会頭と正副部会長・正副委

員長合同連絡会議

　㈲スタイ（折戸

孝憲社長）はイオ

ン北見店３階で

子ども服を中心

に「ミ キ ハ ウ ス」

など３つの国内

ブランドと、セレ

クトショップを経営しています。店名のスタイは

「よだれかけ」という意味で、子ども服店らしさか

ら命名。イオン釧路店にも出店。社長の折戸さん

（58）は市内アパレルショップに15年勤務し平成12

年に独立開業。アパレル業界に入り38年になり、そ

の魅力は「接客、お客様との会話が楽しい」と。各ブ

ランドの特徴を生かしながらの現在の品揃えに加

え、今後は「子ども服でも大人の服でもないジュニ

ア向けの商品にも力を入れていきたい」と抱負。

ネットにはない、リアル店舗（実店舗）の魅力づく

りを高めているようです。

北見市北進町1-1-1 イオン北見3F　　℡22-9696

　昨年６月に創業した㈱セカンドレグ（石下晋太
郎社長）は北見市を中心に不動産賃貸（売買）業務
を行っています。金融機関勤務から独立・起業を果
たした石下社長（42）。社名はサッカー用語「セカ
ンドレグ」（第２戦）から命名。斜里町出身。６年ほ
ど居住している北見市で「第二の人生」をスタート。
半年が経過し、事務所の態勢を整え、自社のＨＰも
開設。今後、外回り営業に力を入れ、軌道に乗せて
いく計画。「理想的な
不動産を見つける手
助けに努めていきた
い」と石下社長。社会
問題となっている空
き家問題にも取り組
み、「協力会社との連
携により、中古住宅の
リフォームという選
択肢も広めていきた
い」と話しています。

北見市美山町南８丁目45-49　　 ℡33-3160

イオンで子ども服を販売、リアル店舗の魅力高める

㈲スタイ
不動産賃貸・売買、空き家問題の取り組みも

㈱セカンドレグ
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